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社内でのスケジュール管理については、以前から Access で社内開発されたソフトで行っ

ていたが、Web 型グループウェアの全社導入などにより、スケジューラが２本立てになり利用
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ージ商品」として販売ができるようにすることを目標として取り組んだ。
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１．はじめに

１．１ 当社の概要

リコー北海道株式会社

住所：北海道札幌市北区北 7 条西４丁目 12番地

拠点：旭川、函館、釧路、帯広、北見、他合計 12拠点

従業員：521 名（2008 年 4 月現在）

社内のインフラ環境については、1994 年ごろから段階的に全社ネットワーク化が図ら

れ、情報系システムとしては IBM 社 Notes（以下 Notes）によるメール環境並びに各種掲

示板などのサービスの開始により徐々に IT化が推進された。

当時のトップによるワープロ禁止令や“情報は自ら取りにいくもの”・“紙の配布に

よる周知から電子での周知へ”などの声かけによる強力な推進により一気に利用度が高ま

り、当時の管理職においては、昨今問題になったデジタルデバイドなどになる暇もないよ

うな状態で今日に至っている。

それが可能であったのは、当時の社員の平均年齢が現在よりかなり若く、ちょうど 20～

30 歳代が社員の中に数多くいたため、常に変化するシステムの仕組みや、新たなリリー

スなどを柔軟に吸収していくことができたと思っている。

当社は半期決算であるが、人事異動や部門変更などもほぼ半期ごとに行われている。大

きな会社ではないが、業務上以外でフロア間での人の出入りは、ある程度限られてしまう

のが実情である。特に営業部間の業務上の交流はかなり薄い。そのような状況下、販売促

進部門や総務部門など全社に対して横断的な役割のセクションでは、各自はほぼ全社員の

顔と名前が一致するが、その他のセクションの場合は、他の部門との交流が薄いので同じ

ビルに居ながら顔と名前が一致しない場合も多々ある。また、組織の変更も他社と比べて

も多いほうであり、半期ごとに部単位でのフロア移動や統合など、かなり大掛かりに行わ

れることもしばしばである。

１．２ 「Schedule-」の誕生まで

そのような背景の中、社員のニーズから誕生したのがフロア視覚認識型スケジューラ

ソフトウェアの「Schedule-」（スケジュールマイナス：以下「Schedule-」）であった。

このソフトは Microsoft Access で社内開発されたもので、図 1 で示すようにフロアごと

の机の配置を自由に大きさや縦横の向き・位置などをマウスで指定することができ、そ

の机がその人の“ボタン”代わりになるインターフェースを持っている。

またその机の色で在籍状況が一目で把握できるようになっていて、在籍か外出か出張か

などが一目で確認できる仕組みである。

個人のスケジュール情報は、本日の予定（午前・午後）と内線番号欄・備考欄であり

ほぼ利用者の全員が“内線表”の代わりとしても使用していた。利用度も非常に高く本

社ビルはほぼ全員が使用、本社ビル以外の事業所においても一部使用されていた。当社

におけるスケジューラとしてのスタンダードが「Schedule-」であった。
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（図 1 「Schedule-」の画面の一部）

２．現状の問題点

２．１ スケーラリビティの問題

「Schedule-」は長年の間、当社において標準スケジューラシステムとして愛用され

ていたが、情報系システムにおいても全社的な常時接続型オンラインが確立して久しい。

以前は当社情報系システムの Notes においても、各拠点単位にサーバを配置し、本社の

サーバとのレプリケーションをとっていたため、更新のリアルタイムの反映はできては

いなかった。

インフラ回線の帯域もある程度確保ができるようになり、サーバは本社の情報システ

ムにて一括管理の体制に変わっていった。これにより更新された情報は何処の事業所か

らも即時反映するようになる。

「Schedule-」の場合は、元々の開発時点ではスケーラリビティに対しての配慮の考え

はあまり無く、スケジュール用のトランザクションデータにおいてもデータベースなど

は使用していない。ユーザーの要求として、他の事業所とのデータの同期などについて

リクエストが出始めていた。

仕方のないことだが、インフラの水準が上がったことと、Notes サーバ統合の実現に

より即時更新が当たり前になってしまった利用者意識の変化により、「Schedule-」のス

ケーラリビティ対応は余儀のないものとなっていった。

スケーラリビティの対応はリレーションの問題以外にもあった。それは本社ビルに事

業所を統合した結果の利用者の増大である。システム上のトランザクションデータであ

るスケジュール情報はテキストファイルであり、その管理は各利用者ユーザーに一任さ

れていた。それにより余計な過去のスケジュールデータが、処理を圧迫するようになっ

た。残念ながら、一括クリーンアップのような機能は備えていなかった。これが原因か
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どうかは判定できないが、システムのダウンも目立つようになってきた。

２．２ ソフトウェアの機能についての問題

利用者においては、「Schedule-」が社内のＳＥによる自社開発ソフトであるというこ

とは認知されている。いろいろな細かな要求事項はあるのだが、上記理由によりむやみ

やたらにリクエストはできない状況にあった。

Web 化を推進するに当たり、利用者にアンケートを行った結果からも、利用者が望んで

いたものは以下の２点に集約されるようだ。

１点目は先々の予定を確認する為のオペレーションが、やや煩雑であり面倒であると

いうこと。これは当日の予定に関してはワンクリックで把握が可能であるが、当日以外

の予定を確認したいといった場合のオペレーションが、少し複雑になるというところで

ある。一般的に利用シーンの多い例としては、Ａさんの今日の予定を確認した次の行動

として、“翌日はどうか？”、“翌々日はどうか？”という確認の仕方をする場合が多

くあるためである。

２点目は記入枠が午前・午後の２つのみであり、詳細のスケジュールには適応ができ

ないというところである。例えば午前中に来客が２件、打ち合わせが１件ある場合など

は、お客様名や要件などはとても書ききれない状態である。仮に“来客２件、打合せ”

と記入したとしても、あとは在籍状況から利用者が見当をするしかない。

２．３ メンテナンスの問題

前述したが、開発は社内の個人のＳＥにより行われた。全社で利用されるアプリケー

ションについては、通常は情報システム部門にてソフトウェアの調達や設置が行われる

のが何処の会社においても普通であり、当社においても同じである。

個々のＳＥにおいては、お客様に納入するシステムを構築することによる対価とそれ

による顧客満足を得るのがミッションであるので、「Schedule-」に対する要求事項が溜

まったとしても、「善意」で修正や改良を行うのが精一杯の状態であり、抜本的な改善

にはなかなか至らないのが実情である。

また、クライアントサーバー型アプリケーションであるため、バーションアップに関

しては全クライアントが一斉に適用する必要もあった。
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３．ワーキンググループによる Web アプリケーション化

３．１ キックオフ

2006 年の４月 19 日に有志４名が集まり、「Schedule-」の Web アプリケーション化の

為のワーキンググループを発足した。私がリーダーとなり打合せの召集や議事などの取

りまとめを行った。以下はキックオフ時点の資料からの転記であるが、私が当時所属し

ていたセクションの影響もあり、株式会社リコーのデジタル複合機「imagio」との連携

の部分（i-MFP）にかなり拘った書き方がされている。

後に「Operius」というソリューションブランドとして発表されることになるが、さま

ざまな複合化により、進歩してきた複合機はもうハードウェア的には複合しきれないと

ころまできていた（複合の頭打ち状態）。その中で、“ソフトウェア”との複合化を図

るために準備されたのが i-MFP というコンセプトであった。複合機のベースシステム上

で Java プラットフォームを動かして、スキャナー機能を拡張させたアプリケーション

を稼動させる仕組みや、複合機の操作パネルでブラウザを表示して、HTTP での通信にて、

Web アプリケーションとの連携を取る仕組みなどを搭載している。ちなみに現在はさま

ざまなベンダーのアプリケーションとの連携が図られ、多数のソリューションモデルが

市場に提供されている。

詳細はhttp://www.ricoh.co.jp/solution/ から確認することができる。

（以下）ワーキンググループ発足時の資料より転記

【プロジェクト名】

「Schedule－」Web 化開発ワーキンググループ（仮称）

【目標】

2006 年上期中に β版の社内稼動

【狙い】

（１）2005 下期に社内開発した「フィールド自由設計型簡易データベース」をバックエ

ンドで使用し、その応用性を試験すると共にマスターメンテナンスとして利用する。

（２）i-MFP （Operius Ware：RICOH のソリューションブランド）の機器ブラウザ機能

の実装、MFP のタッチパネルからのオペレーションを可能（スキャン機能）として、

「使って感じる”i-MFP”」を自社社員並びに株式会社リコーに発信する。

（３）自社内での評価を試行し、自社開発ソリューション製品として登録する。

【特徴など】

・ オープンソースの積極的使用（PHP,MYSql,Apache）

・ マルチデータベース対応化（Microsoft SQL Server,Oracle,PostgreSQL,MYSql）

・ 座席表の Excel データ(XML)取り込み

・スケーラリビティの実現（地域＞ビル＞フロア）

・Ajax などの最新技術の取り込み

・i-MFP（機器ブラウザ）連携による,スキャン toキャビネット機能（仮称）の実装

・ メール送信連携、伝言機能など簡易的グループウェア機能の実装
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・ 人と人との繋がりを意識したコミュニケーション的機能の盛り込み

３．２ Web アプリケーション上の工夫について

「Schedule-」は Microsoft Visual Basic でコーディングされており、いろいろなユー

ザーインターフェースについては、Windows 上のアプリケーションとして動かすにあたり

非常に多くのライブラリが揃っている。特にフロアのメンテナンスにおいては、オブジェ

クトである「デスク」の配置はマウスの操作で簡単に登録ができる。

Web アプリケーション化するにあたり、最も苦労しそうだと覚悟していたのがフロア図

の作成である。Adobe Flash のインターフェースを利用すれば図形のオブジェクトの作成

から配置（レイアウト）まで作成できそうであったが、社内にはそこまでの Adobe Flash

に対するスキルがないのが実情である。

そこで考えついたのが、Microsoft EXCEL のスプレッドシートを利用したレイアウト図

の作成であった。ワークシートのセルを“結合”して机に見立てるという発想である。図

2 に示したように、自由にセルを連結させて罫線を描き机や部屋に見立てる。何度か実験

を繰り返した結果、XML で出力された EXCEL シートの情報から、セルの連結の有無を見出

す方法と、連結が縦方向か横方向にされているかを見出す法則性を確認して、簡易的にプ

ログラムにより描画するというところまで成功することができた。

(図２)Excel で作るフロアレイアウトのイメージ図

これは大きな前進であった。元々の発想が、アバウトに“できたらいいな”くらいのレ

ベルであったので、課題をクリアできた喜びも大きいものがあった。

最終的にフロアレイアウトとしてアウトプットするために、EXCEL のワークシートはあ
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る程度制限付きで使用することになるが、現行の当社の机の配列に照らし合わせてみると

小さめの机を描画するためには２×３のセルでの表現が限界であるため、後はその机がど

の程度繋がって配列されているかによって決めることとした。いわば当社の現在の入居ビ

ルのレイアウトに合わす格好となったが、オフィスビルによってはフロアが縦長であった

り横長であったりする場合もあり、この辺りの数値の上限決めは難しいところである。現

在は横・縦とも 42 列×42 行の縦横 10 ピクセルの大きさのセルを使用してフロアを描く

ように仕様決めしている。

更に工夫を凝らした場所がある。小さなデスクを描画するとそのデスクの中にそのデス

クに該当する人の名前を文字表示する必要がある。「Schedule－」もそうであったが、小

さなデスクに長い文字を表示させることはできなかった。どうしても表示が切れてしまう

ことになる。これを少しでも解消しようと案を出した結果、文字の大きさを数種類選べる

ようにして、フロアごとに文字の表示ポイントを変化させることにした。

また、縦のデスクの並びと横のデスクの並びにおいて、表示する文字を縦書きにするか

横書きにするかの判定をする必要があった。これについても EXCEL シートを読み込みの際

に、デスクの配置が縦長か横長かを判定して、そのデスクの位置に表示する文字の方向を

決めるようにした。

３．３ 将来的な機能の取捨について

キックオフの際、バージョン１.0 のリリース内容の確定と将来的なロードマップの作

成も検討しようと計画した。

2006 年度下期からの社内へのリリースを進めていくにあたり、いろいろ出た案のうち開

発期間の問題や社内リソースの問題などで、いくつかの機能については次期バージョンで

の検討とする必要があるものが出てきた。

まずは“i-MFP（機器ブラウザ）との連携”であるが、残念ながら複合機のブラウザ機

能は Microsoft の IE4.0 以下の機能しかなく、Javascript を使った描画や複雑なコード

に対しては、表示が困難であることが開発に着手してから判明した。PC 用と複合機用に

表示を変えることも一旦検討したが、時間的に検証が難しいため、次期のバージョン以降

にまた違った形でのコンビネーションを考えたいと思っている。

２点目として、“Ajax などの最新技術の取り込み”を特徴として掲げていたが、利用

シーンがフロアレイアウト作成の部分であったため、これについても現状の社内リソース

では対応が厳しく、次期バージョン以降への取り込みを企画したいと考えている。

前述したとおり、フロアメンテナンスの部分はＷｅｂアプリケーションでは構築が難しい

ので、別途メンテナンス用プログラムのみをリッチクライアント化するなどの方向も、検

討していく必要があるかもしれない。

３．４ ネーミングの決定

ソフトウェアの名称については、社内公募で決めようかとも考えていたが、ワーキン

ググループが名づけ親となるべく、内部で決めることとなった。「Schedule－」は
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Microsoft 社の Schedule＋を捩ったネーミングで“スケマイ”の相性で呼ばれ親しまれて

いた。

今回開発するソフトについては、社内での検証などが終了した段階で、パッケージと

しての販売も視野に入れていることから、覚えやすくシンプルなネーミングを基本として

検討した。ソフトウェアの機能通り、フロアのイメージを見ながらのナビゲーションから

概要スケジュールを登録できる意から、Floor image Navigation for Digest Schedule

の頭文字を拾って「FINDS」（ファインズ：以下「FINDS」）という名称にすることに決め

た。英語の Find（見つける）、読みとしてファイン（優れた）をイメージさせるネーミ

ングである。

３．５ 単独機能版とデスクネッツ連動版の開発

当社のソリューション事業の施策の一つとして、“グループウェアソフトの販売で北海

道ナンバーワンになる”という目標が掲げられている。当社で使用されているグループウ

ェアソフトの Notes においても、当社でカスタマイズされたテンプレートを使用したモデ

ルが、道内・道外の市区町村や大学に多く採用されている実績もある。

比較的安価な Web ベースパッケージについては、株式会社ネオジャパン社の Web 版グル

ープウェア「Desknet’s」(以下 Desknet’s)をメインとして取り扱っている他、ＡＳＰ

型のグループウェアやベンダーアライアンスにより、Web ベースでカスタマイズ可能なモ

デルの提供も可能である。

そのような背景もあり、2003 年には Notes での情報系システムとメールの他、

Desknet’s を利用したスケジュールの入力が幹部社員中心に始まり、「Schedule－」と

の２本立てのスケジューラーソフトの運用がしばらく続くこととなった。

「Schedule－」には詳細のスケジュールが記録できないというマイナス面があり、

Desknet’s には全社的に浸透していないという面があったが、時間とともに Desknet’s

へのスケジュール入力が励行化されていく方向にあった。折角全社的に浸透しようとして

いる Desknet’s へのスケジュール入力をまた新しいシステムに方向転換させるのも利用

者の反発を招く恐れもあり、「FINDS」については Desknet’s との連携を社内リリース版

とし、単独稼動版に関しては社内リリースと稼動が安定してから開発に着手することとし

た。

Desknet’s は Web 版のグループウェアソフトとしては歴史も古く、サイボウズ株式会

社のサイボウズオフィスと双璧の存在である。また Web グループウェアについてはスケジ

ューラから進化したといっても過言ではなく、スケジューラの機能はほぼ完成されたもの

になりつつあるので、役割を切り分けて連動させることにした。

「FINDS」を Desknet’sとの連動版を採択するに至った経緯の説明が長くなってしまっ

たが、既に Desknet’s が導入されている当社の場合においては、スケジューラとナビゲ

ーションソフトを棲み分けた結果いい方向で落ち着いた。

Desknet’s との連動を実現するに辺り、シングルサインオンの搭載は当然の要求事項

として出てきた。これについては、Desknet’s で使用している ID とパスワードを GET パ

ラメータで「FINDS」へ受け渡す方法でシングルサインオンを実現させているが、セキュ

リティの観点から、別の方法での実現を模索しなければならないと検討している。
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Desknet’s との連動版に関しては、データベースは Desknet’s と共用する事になる。

当社の場合はエンタープライズ版のデータベースを ORACLE で稼動させていたので

「FINDS」のデータベースに関しても、ORACLE を選択した。単独機能版に関してはオープ

ン系や商用系のデータベースを選択できるようにも工夫をした。

３．６ 画面のデザインと適用効果

（図３）４つの区画にセパレートした画面設計

図３に示したように、HTML の iframe を利用して同じブラウザで表示している画面を、

４つにセパレート表示する画面設計とした。領域Ａには「Schedule－」を踏襲した形での

フロアレイアウト図を配置する。これは先に記述したように、Excel のスプレッドシート

から配置情報を管理画面でインポートすることで表示される。

領域Ｂのエリアには、領域Ａでクリックされた個人情報の表示エリアとした。個人情報

にはフルネーム（漢字・よみがな）所属・役職・内線番号・外線番号・会社貸与の携帯番

号・メールアドレスへのリンク（社内・携帯）とその個人の現在のステータスを表示する。

図 4 に示すように、領域Ｃについては表示内容を変化させる“汎用的表示領域”とする

こととした。４種類の情報を表示するエリアとして共用している。まず領域Ａで個人がク

リックされた場合については、その個人のスケジュールと伝言・メモを表示する。スケジ

ュールについては Desknet’s のデータベースを参照して開始予定時間、終了予定時間、

並びに Desknet’s で入力した「重要」、「仮」といったスケジュールごとに付与するア

イコンの情報も表示するようにしている。これは Desknet’s にもない点であるが、現在

の時間を判断して現予定のうち該当する予定の背景色を変えたり、開始時間で並び替えて

表示などといった利用側にとって親切な工夫も盛り込んでいる。
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また、メモ欄の入力画面にも切り替えることができる。主に帰社時間に利用することが

多いので、現在日時と時刻がボタン１つで簡潔に入るように工夫をしている。

(図 4) 汎用的な表示エリアとして使用した領域Ｃ

領域Ｄでロケーションがクリックされた時には、そのロケーションの詳細内容（事業所

の電話番号・ＦＡＸ番号・住所・地図へのリンク・写真・コメントなど）が表示されるよ

うにした。初めて訪問する事業所なども、地下鉄の出口や地図、タクシーに乗ったときに

伝えるポイントなどを記入していることにより便利に利用できる。

領域Ｂで個人情報表示がクリックされた時にはその個人の情報（本人の顔写真・プロフ

ィール情報など）が表示されるようにした。プロフィール情報の登録については、現在本

人に一任している。顔写真については、Notes に「フェイス」というデータベースがあり、
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部門ごとに名前で写真が検索できるようになっている。

人の検索とスケジュールのポータルを「FINDS」に移行するために、この機能を取り込

んだ。あまり訪問しないフロアに行くときなど、事前にデスク上の名前から顔写真が表示

されるのは非常に便利である。社内で連絡便などの届け物がある場合などでも、事前に机

の位置と顔を確認できていれば間違えも起こらず失礼にもあたらない。

最後に領域Ｄであるが、ロケーションの選択画面である。ロケーションについては設計

当初からスケーラリビティを持たせるように工夫をしていた。現在当社は（１）地区名

（２）ビル名（３）フロア名の３段階にしている。フロア名については同フロアを１枚で

書ききれない場合もあるので、複数の登録を可能としている。各階層ごとに折りたたみの

機能もあり、ビル名をクリックするとそのビルの該当フロアが表示されるしくみをとって

いる。図５には階層的ロケーション設計が可能なフロア選択画面の表示例を示した。

（図５）領域Ｄのロケーション選択画面

これは稼動してから追加した機能になるが、HTML では画像の ALT 属性を定義すること

ができる。通常ブラウザは ALT 属性が付いていると、マウスオーバー時にその属性を表示

してくれるが、これを利用してクリック動作を行わなくても、内線番号及び携帯電話番号

と本人のフルネームは表示できるように工夫した。(図６)

（図６）稼動後追加した機能

また、Ａ領域と同じサイズの画像を登録しておき、それを背景画像として表示すること

により、EXCEL で作成したフロアマップとオーバーレイさせて表示させる事ができるよう

にした。これによりフロアの中の細かな区画や注意書き、グループの名称などを表示する

ことも可能になった。
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３．７ 現在の稼動状況について

2006 年度下期からのベータ版リリース時点では、社内の公認ソフトウェアとして認定

を受けていないソフトウェアである理由などから、サーバ機器については現状保有資産で

稼動するほかなかった。Desknet’s が稼動しているサーバの領域は比較的空き領域があ

るとのことで、「FINDS」を共存させることになり、運用試験が始まった。

当初は利用者も少なかったので、Desknet’s との共用での稼動に全く問題はなかった

が、評価試験も終わり本社ビル内に展開を開始し始めると、アクセスの集中する時間にレ

スポンスが下がる傾向が見られるようになった。特に出社時間帯（8：30 頃）のレスポン

スが悪く、応答がタイムアウトになることも出てきた。Web サーバやデータベースサーバ

（Oracle）などのチューニングを行って様子をみるということを何度か試したが改善しな

かった。

昼休み時間帯（11：45-13：30 頃）にかけて、RICOH グループ全体からの PROXY サーバ

へのトラフィックが集中し、Web のアクセスが異常に遅くなってしまう状況が恒常的に発

生する。Desknet’s は公開 Web サーバ上にあったので、社外や携帯電話からのアクセス

も可能であった。Desknet’s 単独で動かしていたときには利用者からの苦情は少なかっ

たが、「FINDS」の場合はお客様からの入電を受けながら、予定の確認を行うことに利用

されることが多いため、画面の遷移が少しでも遅いと利用者の不満は高くなる。昼休みな

ど Web アクセスのトラフィックが増加する時間帯は、その遅さが顕著に現れるので、改善

を望む声が大きくなっていった。

社員にアンケートを取り、今まで通り外部からの Web アクセスを可能にするために公開

領域にサーバを置くか、イントラネット上に配置してレスポンスの向上を図るかを利用者

に選んでもらった結果、レスポンス向上を望む声が多く、サーバは社内のイントラネット

上に配置されることになった。

現在は、社内公認ソフトウェアとなり社員の利用頻度では Notes と並んで高い。

「Schedule－」時代には無かった全社的な利用も実現されている。ハードウェアについて

も、最新機器を利用しての運用に切り替わり、サーバの処理能力が飛躍的に向上した。朝

の出社時間など、ログオン処理が多くなる時間帯でもレスポンス性は改善され、利用者の

声を聞いても快適に運用ができていると判断ができる。

説明しきれていない細かな機能やメンテナンスの画面は、付録に記したＦＩＮＤＳトッ

プ画面のイメージ（図８）並びに、社員マスタメンテナンス画面（図９）に概略機能を書

き加えたので参照いただきたい。
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４．最後に

４．１ 企画段階目標の達成度合について

企画段階から「Schedule－」のＷｅｂアプリケーション化だけにとどまらず、よりヒュ

ーマンチックな機能を盛り込んで“アナログ的な良さ”を最大限引き出せるように気にか

けていた。アナログ的とは机の配置で人を特定して、色で所在を確認して判断するという

ホワイトボード的なインターフェースである。

アナログ的に更に楽しく利用してもらうため、本人の自己紹介欄（個人プロフィール

欄）を自分で編集できるようにしてあり、個人同士で趣味の領域やオークションなどの情

報交換を通じて、人と人との繋がりを意識した社内ＳＮＳ的な利用をしてもらおうと考え

ていたが、個人情報の過度な書き込みや業務外での使用を危惧して正式にアナウンスをし

ておらず、コミュニケーション的な用途での利用度はまだ低い。

ただし、スケジュールを含めた所在確認ポータルとしての利用は全社的に進み、社内ど

このセクションに行っても、ほぼすべてのクライアント画面のデスクトップには

「FINDS」の画面が表示されているのをみると正直うれしく思う。

４．２ 今後の課題について

途中で断念するしかなかった、RICOH 複合機との連動であるが、全く別の観点で連動を

実現できている。それは複合機もメンテナンスのインターフェースに Web を使用してアク

セスが可能であるので、URL リンクにてモニター画面を呼び出すようにした。複合機もオ

フィスのレイアウト上に必ず配置されるものであるので、トナーや紙の残量チェックや

FAX の送受信結果などを確認することができる。図７にモニター画面の一部を紹介してい

る。

（図７）複合機の状態確認モニターとのリンク
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残念ながら現在のこの状態では機能同士の連携ではないので、今後リリースされる複合

機上のソリューションなどをヒントにしながら、連携できる仕組みについて継続して探求

していきたいと思っている。

また Web カメラやスカイプとの連動など、現状の状態で実現できるが試験されていない

ものについては早い段階で評価をしていく必要がある。

Web システムであるので、イントラネット上もしくはホスティングサーバなどの公開

Web 領域での稼動が可能である。利用においては登録するデータは“個人情報”であり、

前述したシングルサインオンの仕組みの検討など、システム的にもセキュリティへの配慮

は必須である。

パスワードの暗号化保持やセッションハイジャック対策、SQL インジェクション攻撃の

基本的な防御のコード化は対処しているが、サイバーテロに関しての対策技術は、常にウ

ォッチする必要があるのでネット上の情報などから最新情報を入手し、随時適用が必要で

ある。

４．３ 今後の展望

最終的に「FINDS」は、お客様に提供できる品質になった時には、“単独機能版での販

売を目指していく”というもう１つの目標があった。

単独機能版については、Desknet’s との連動版と同様の機能を単独ソフトで提供するも

のであるが、仕様が固まっていた事もあり、社内リリース後に着手し比較的短期間で開発

が終了した。

当社のロイヤルユーザー様で、全社のインフラと業務ソフトの見直しの案件があった際

に、「FINDS」の単独機能版の採用が内定され、第１号ユーザーとなっていただく予定で

ある。十数箇所の拠点を VPN で繋いだイントラネット上に構築を予定している。

また、バージョン２で検討課題にいれていた、ＩＰテレフォンとの連動を視野に入れた

カスタマイズ案件も発生している。ソフト本体価格以外にも周辺機器やサポートアンドサ

ービスなど売上にも貢献できる見通しも出てきた。「FINDS」については、当社以外の利

用はまだない状態であるので、当社では出てこないさまざまなご意見をいただけると期待

している。できればまとまった段階で、リビジョンアップなどで反映をしていきたい。

かなりロングランでの社内評価を続けている状態であるが、当初あった細かな不具合や

要望点なども吸収されて、ソフト的には安定している。１サーバでユーザー数 500 人ほど

までの運用は当社で実証済みであるので、もう少しお客様での導入実績を確保したいとこ

ろである。

正直なところ、札幌圏のお客様よりも首都圏の市場にうまくアナウンスすることができ

れば引き合いは多いと思っている。保守計画などをしっかり固めてからになるだろうが、

機会があれば首都圏で行われる総合展示会などに、出展するチャンスも模索していきたい

と考えている。

ワーキンググループは、社内リリースと「FINDS」の単独機能版の開発終了をもって一

旦解散した。その後メンバー各自においては、「FINDS」推進区とは違ったミッションを

持っているが、また目的を新たに召集をかけたいと思っている。
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商標・参考Webサイト・付録

＜商標＞

ＦＩＮＤＳは、リコー北海道株式会社の商標です。

記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

＜参考Ｗｅｂサイト＞

[1] ウィキペディア（Wikipedia） http://ja.wikipedia.org/

[2] 株式会社リコー http://www.ricoh.co.jp

＜付録＞

（図８）ＦＩＮＤＳトップ画面
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（図９）社員マスタのメンテナンス画面


